
貸借対照表（2019年３月31日現在） （単位：百万円）
　

資 産 の 部
科 目 金 額

流動資産 18,384
現金及び預金 7,736
受取手形 34
売掛金 9,065
電子記録債権 239
商品 344
仕掛品 727
貯蔵品 2
前払費用 218
その他 14
固定資産 9,072
有形固定資産 6,405
建物 2,195
構築物 30
車両運搬具 14
工具、器具及び備品 303
土地 3,861
無形固定資産 116
ソフトウエア 98
その他 18
投資その他の資産 2,550
投資有価証券 30
関係会社株式 405
会員権 86
長期未収入金 5
長期前払費用 64
敷金及び保証金 659
保険積立金 228
繰延税金資産 1,083
貸倒引当金 △12

資産合計 27,457

負 債 の 部
科 目 金 額

流動負債 6,518
買掛金 2,573
未払金 326
未払法人税等 924
未払消費税等 346
未払費用 455
前受金 543
預り金 242
前受収益 0
賞与引当金 1,083
製品保証引当金 19
その他 1
固定負債 2,055
退職給付引当金 2,002
役員退職慰労引当金 2
資産除去債務 50
負債合計 8,573

純 資 産 の 部
株主資本 18,880
資本金 5,500
資本剰余金 86
資本準備金 86
利益剰余金 13,294
利益準備金 579
その他利益剰余金 12,715
別途積立金 4,500
繰越利益剰余金 8,215

自己株式 △0
評価・換算差額等 3
その他有価証券評価差額金 3
純資産合計 18,884
負債及び純資産合計 27,457

　

（注）記載金額は表示単位未満を切り捨てて記載しております。
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損益計算書（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日） （単位：百万円）
　

科 目 金 額
売上高 34,059
売上原価 27,840
売上総利益 6,219
販売費及び一般管理費 2,930
営業利益 3,288
営業外収益
受取配当金 25
受取賃貸料 23
保険配当金 8
その他 22 80
営業外費用
債権売却損 1
その他 0 1
経常利益 3,367
特別利益
固定資産売却益 0 0
特別損失
固定資産除却損 7
固定資産売却損 1 8
税引前当期純利益 3,358
法人税、住民税及び事業税 1,215
過年度法人税等 11
法人税等調整額 △136 1,091
当期純利益 2,267

　

（注）記載金額は表示単位未満を切り捨てて記載しております。
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株主資本等変動計算書（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日） （単位：百万円）
　

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利益剰余金
自己
株式

株主資本
合 計資 本

準備金
資 本
剰余金
合 計

利 益
準備金

その他利益剰余金 利益剰余金
合 計別途積立金 繰越利益

剰 余 金
当期首残高 5,500 86 86 538 4,500 6,398 11,437 △0 17,023
当期変動額
剰余金の配当 △409 △409 △409
剰余金の配当に伴う積立 40 △40 ― ―
当期純利益 2,267 2,267 2,267
自己株式の取得 △0 △0
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― ― 40 ― 1,816 1,857 △0 1,857
当期末残高 5,500 86 86 579 4,500 8,215 13,294 △0 18,880
　

（単位：百万円）
　

評価・換算差額等
純資産合計

その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計
当期首残高 2 2 17,025
当期変動額
剰余金の配当 △409
剰余金の配当に伴う積立 ―
当期純利益 2,267
自己株式の取得 △0
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額） 1 1 1

当期変動額合計 1 1 1,858
当期末残高 3 3 18,884

　

（注）記載金額は表示単位未満を切り捨てて記載しております。
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個別注記表
　
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
　1. 資産の評価基準および評価方法
（1）有価証券
① 子会社株式
　移動平均法による原価法

② その他有価証券
イ．時価のあるもの
　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理
し、売却原価は移動平均法により算定）

ロ．時価のないもの
　移動平均法による原価法

（2）たな卸資産
① 商品及び仕掛品
　個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法によ
り算定）

② 貯蔵品
　総平均法による原価法

　2. 固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産（リース資産を除く）
　定率法によっております。
　ただし、以下のものについては定額法によっております。
　1)1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は除く）
　2)2016年４月１日以降に取得した建物附属設備、構築物
　3)アウトソーシング事業に関連する建物附属設備、器具・備品

　主な耐用年数は次のとおりであります。
建物及び構築物 ６～50年
車 両 運 搬 具 ５～７年
器具及び備品 ５～20年
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（2）無形固定資産（リース資産を除く）
　定額法によっております。
　ただし、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基
づく定額法によっております。

（3）リース資産
　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

（4）長期前払費用
　均等償却しております。

　3. 引当金の計上基準
（1）貸倒引当金
　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸
念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上してお
ります。

（2）賞与引当金
　従業員の賞与の支給に充てるため、支給見込額のうち当事業年度に対応する額を計上し
ております。

（3）退職給付引当金
　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき
計上しております。
　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる
方法については、給付算定式基準によっております。
　数理計算上の差異については、主として各事業年度の発生時における従業員の平均残存
勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の
翌事業年度から費用処理しております。
　退職給付に係る未認識数理計算上の差異の会計処理の方法は、連結計算書類における会
計処理の方法と異なっております。
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（4）役員退職慰労引当金
　役員退職慰労金制度は、2007年５月17日開催の取締役会において、2007年６月28日
をもって廃止することを決議したことにより、制度廃止日以降繰入を実施しておりませ
ん。従って、当期末における役員退職慰労引当金残高は、当該決議以前から就任している
役員に対する2007年６月28日時点における要支給額であります。

（5）工事損失引当金
　受注制作のソフトウエア開発のうち、当事業年度末において工事損失の発生の可能性が
高く、かつ、その金額を合理的に見積もることが可能なものについて、その損失見込額を
計上しております。

（6）製品保証引当金
受注制作のソフトウエア開発案件に係る将来のアフターコストの支出に備えるため、個
別案件について支出見積額を計上しております。

　4. 収益及び費用の計上基準
完成工事高及び完成工事原価の計上基準

（1）当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事
　工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

（2）その他の工事
　工事完成基準

　5. その他計算書類の作成のための重要な事項
消費税等の会計処理
　税抜き方式によっております。なお、控除対象外消費税等については、当事業年度の費
用として処理しております。
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(未適用の会計基準等)
・「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 平成30年３月30日)
・「収益認識に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第30号 平成30年３月30
日)

(1) 概要
収益認識に関する包括的な会計基準であります。収益は、次の５つのステップを適用し認
識されます。
ステップ1：顧客との契約を識別する。
ステップ2：契約における履行義務を識別する。
ステップ3：取引価格を算定する。
ステップ4：契約における履行義務に取引価格を配分する。
ステップ5：履行義務を充足した時に又は充足するにつれて収益を認識する。

(2) 適用予定日
2022年３月期の期首より適用予定であります。

(3) 当該会計基準等の適用による影響
影響額は、当計算書類の作成時において評価中であります。

（表示方法の変更に関する注記）
（貸借対照表関係）
前事業年度において流動資産の「売掛金」に含めて表示しておりました「電子記録債権」

は、重要性が増したため、当事業年度より独立掲記しております。なお、前事業年度の「売掛
金」は8,478百万円、「電子記録債権」は94百万円であります。

（損益計算書関係）
前事業年度において、独立掲記しておりました「営業外収益」の「受取利息」は、明瞭性を
高める観点から表示方法の見直しを行い、当事業年度より営業外収益の「その他」に含めて表
示しております。なお、前事業年度の「受取利息」は０百万円であります。また、前事業年度
において「営業外収益」の「その他」に含めていた「保険配当金」は、重要性が増したため、
当事業年度より独立掲記することとしております。なお、前事業年度の「保険配当金」は５百
万円であります。
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（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更）
「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）

を当事業年度の期首から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金
負債は固定負債の区分に表示する方法に変更しました。
この結果、前事業年度において、独立掲記しておりました「流動資産」の「繰延税金資産」
359百万円は、「投資その他の資産」の「繰延税金資産」947百万円に含めて表示しておりま
す。

（貸借対照表に関する注記)
1. 有形固定資産の減価償却累計額 6,092百万円
2. 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

短期金銭債権 26百万円
短期金銭債務 295百万円

3. 期末日満期手形の会計処理
　期末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日及び振込期日をもっ
て決済処理しております。なお、当事業年度末が金融機関の休日であったため、次の期末日
満期手形及び電子記録債権が、期末残高に含まれております。
　 受取手形 2百万円

電子記録債権 3百万円
　

（損益計算書に関する注記）
　1. 関係会社との営業取引による取引高

売上高 115百万円
仕入高 1,537百万円
業務委託費他 178百万円

　2. 関係会社との営業取引以外の取引による取引高
受取配当金、受取賃貸料、雑収入 44百万円

　
（株主資本等変動計算書に関する注記）
　当事業年度末における自己株式の種類および株式数

普通株式 352株
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（税効果会計に関する注記）
　繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
　売上原価 19百万円
貸倒引当金 3百万円
減損損失 391百万円
未払事業税等 77百万円
賞与引当金等 383百万円
退職給付引当金 613百万円
製品保証引当金 5百万円
その他 26百万円
繰延税金資産小計 1,522百万円
評価性引当額 △429百万円
繰延税金資産合計 1,092百万円
繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 △1百万円
資産除去債務に対応する除去費用 △7百万円

繰延税金負債合計 △9百万円
繰延税金資産の純額 1,083百万円
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（リースにより使用する固定資産に関する注記）
　工具、器具及び備品等の一部については、所有権移転外ファイナンス・リース契約により使
用しております。
　
（関連当事者との取引に関する注記）
関連当事者との取引
　計算書類提出会社と関連当事者との取引
　1. 計算書類提出会社の役員および主要株主（個人の場合に限る。）等
　

種類
会社等の
名称又は
氏名

所在地
資本金
又は
出資金
（百万円）

事業の
内容
又は職業

議決権の
所有また
は被所有
割合（％）

関連当事者
との関係

取引の
内容

取引
金額

（百万円）
科目

期末
残高

（百万円）

役員および
その近親者
が議決権の
過半数を所
有している
会社

株式会社
ナカヤ

東京都
渋谷区 30 不動産

賃貸業 なし

建物の賃借
役員の兼任
１名

役員の近親者
１名

賃借料の
支払 737

保証金
前払
費用

558
66

　
　2. 子会社
　

種類
会社等の
名称又は
氏名

所在地
資本金
又は
出資金
（百万円）

事業の
内容
又は職業

議決権の
所有また
は被所有
割合（％）

関連当事者
との関係

取引の
内容

取引
金額

（百万円）
科目

期末
残高

（百万円）

子会社
ＮＳＷテ
クノサー
ビス株式
会社

東京都
渋谷区 200

ITソリュ
ー シ ョ
ン、プロ
ダクトソ
リューシ
ョン

（所有）
100.0

当社開発業務
の一部の委託

開発業務
の委託 1,478 買掛金 270

　

（注）1．「取引金額」には消費税等は含まず、「期末残高」には消費税等を含めて表示しております。
2．株式会社ナカヤは、当社の主要株主である多田修人が議決権の100％を直接保有しております。
3．取引条件および取引条件の決定方針等は以下のとおりであります。
（1）賃借料は、近隣の取引情勢に基づいて決定しております。
（2）開発業務の委託は、交渉の上、一定の採算が確保されるように取引条件を決定しております。

　
（１株当たり情報に関する注記）
1. １株当たり純資産額 1,267円42銭
2. １株当たり当期純利益 152円18銭
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（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。

（その他の注記）
金額表示単位の変更
当社の計算書類に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載し
ておりましたが、当事業年度より百万円単位で記載することに変更いたしました。
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